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太

d
悦

良日

淵

勿
論
で
あ
る
が 、
確
か
に
ω

性
の
も
の
で
あ
る 。

と
述べ
て
い
る 。
佐
伯
氏
は 、
と
の
音
を
ω

で
表
わ
し 、

口
を
全
く

閉
ぢ
て
完
全
に
鼻
音
に
な
る 、
丁
度
鼻
が
乙
そ
ば
ゆ
く
て
ク
ン

ク
ン
云
ふ
時
の
様
に 、
e

露
骨
な
生
の
破
裂
音
を
嫌
っ
た
も
の
ら
し
い 。

と
述べ
て
い
る 。
さ
ら
に
佐
伯
氏
は
「
音
声
の
研
究」
の
第
二
輯
で 、
第一
輯

の
論
文
の
補
遺
を
書
い
て
い
る
が 、
そ
こ
で 、
乙
の
特
異
な
音
に
つ
い
て
詳
し

く
説
明
し
て
い
る 。

舌
を
上
に
着
け
て
密
閉
を
作
り 、
唇
も
同
時
に
軽
く

閉
ぢ 、
咽
頭
に
於
て

鼻
腔
へ
の
密
閉 、
破
裂
を
起
す
も
の
で
あ
る 。
-ee--

認
で
は
舌
を
上
に
着

け
唇
も
閉
ぢ
て
此
音
を
発
ず
る
け
れ
ど 、
舌
先
に
密
閉
が
な
く
と
も 、
口

を
あ
ん
ぐ
り
開
け
て
も 、
の
ど
び
と
の
密
閉
だ
け
で 、
と
れ
と
向島田
と
認

め
る
べ
き
発
音
が
出
来
る 。
し
て
見
る
と
舌
先
の
位
置
は
此
音
の
本
質
に

関
係
の
な
い
色
附
け
的
変
化
と
見
る
が
至
当
で
あ
る 。

石
黒
氏
と
佐
伯
氏
と
で 、
調
音
部
位
に
関
す
る
考
え
が 、
ω
の
所
か
山

の
所
か

で
違
っ
て
い
る 。
し
か
し 、
特
殊
な
鼻
音
で
あ
る
点
で
は一
致
し
て
い
る 。

橋
本
進
吉
先
生
は
昭
和
二
年
度
の
東
大
の
講
義
「
国
語
音
声
史
の
研
究」
の

中
で 、
と
の
音
を
「
鼻
的
破
裂
音」
と
呼
ん
だ 。
な
お 、
橋
本
先
生
は
「士口
利

大
正
昭
和
の
交
に 、
音
声
学
協
会
が
設
立
さ
れ
た 。
そ
の
協
会
か
ら
初
め
て

出
さ
れ
た
「
音
声
の
研
究
第一
橋」
(
昭
和
二
年
九
月
刊)
に 、
謡
曲
の
発
音
に

関
す
る
二
つ
の
論
文
が
載
っ
て
い
る 。
す
な
わ
ち 、
石
黒
魯
平
氏
が
現
行
の
観

世
梅
若
流
に
つ
い
て 、
佐
伯
功
介
氏
が
現
行
の
宝
生
流
に
つ
い
て 、
音
声
学
的

な
観
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る 。

二
人
の
音
声
学
者
の
興
味
を
引
い
た
も
の
の
中
に 、
漢
字
入
声
音
ツ
の
取
扱

い
方 、
こ
と
に
謡
曲
で
「
フ
ク
ム」
「
ノ
ム」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る 。

す
な
わ
ち
ジ
ツ
ゲ
ッ

カ
ツ
ガ
ウ

マ
ア
ダ
イ

タ
ワ
ゲ
グ

プ
ツ
ニ
テ

セ
ツ
ナ

日
月

渇
仰

末
代

花
月
が
身

仏
日

剃
那

‘
ン
プ
ツ

ポ

サ
ツ

万
物
の

窓口
薩
も

な
ど
に
お
け
る
「
ツ」
の
取
扱
い
方 、
濁
音
や
鼻
音
の
前
に
あ
る
入
声
音
ツ
の

発
音
の
仕
方
で
あ
る 。

石
黒
氏
は 、
乙
の
場
合
の
音
を
加

と
し 、
そ
の
調
音
法
に
つ
い
て
は 、

之
は
先
づ
舌
尖
と
歯
茎
の
上
と
の
閉
鎖
を
し
て 、
そ
の
閉
鎖
を
破
ら
な
い

で 、
ω

を
出
さ
う
と
企
て
て
息
を
鼻
に
通
す 。
完
全
な
ω

で
な
い
乙
と
は
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支
丹
教
義
の
研
究」
(
昭
和
三
年
刊)
で 、

謡
曲
に
於
て
は 、

・
濁
音
及
鼻
音
の
前
で
入
声
の
ツ
が
鼻
的
破
裂
音

(
司mw
c
E
=
E
F

即、

軟
口
蓋
を
よ
げ
て
咽
頭
壁
に
密
着
せ
し
め
て
閉
鎖
を
作
り、

之
を
破
っ
て
気
息
を
鼻
腔へ
出
す
時
発
す
る
音)
に
な
る
事
が
あ
る 。

と
し
て
い
る 。
乙
の
見
方
は 、
佐
伯
氏
の
と
大
体一
致
す
る 。

乙
の
よ
う
な
発
音
は 、
今
の
実
際
の
日
本
語
に
は
な
い 。
ど
う
し
て
ζ
の
よ

う
な
音
が
謡
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か 、
ま
た 、
古
く
か
ら
謡
に
あ
っ
た
の
か 、

そ
れ
と
も
近
年
の
も
の
か
と
い
う
点
が
問
題
に
な
る 。
乙
の
漢
字
音
入
声
ツ
を

鼻
的
破
裂
音
で
発
音
す
る
と
と
は 、
謡
曲
だ
け
で
は
な
く 、

現
在
伝
承
さ
れ
て

い
る
平
曲
に
も 、
ま
た
声
明
に
も
見
ら
れ
る 。
す
な
わ
ち 、
と
の
特
異
な
音

は 、
謡
い
物 、
語
り
物
等
で
広
く

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る 。
そ
れ
で
は 、

乙
の
発
音
が
昔
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は 、
謡
曲

が
最
も
多
く
の
伝
書
を
残
し
て
い
る
の
で 、
謡
曲
に
つ
い
て
調
べ
て
見
る
の
が

最
も
よ
い
だ
ろ
う 。
明
和
八
年
(一
七
七一
)
成
の
「
寵
曲
芙
華
抄」
で
は

此
呑
と
い
ふ
は
舌
を
鰐
へ
つ
よ
く
あ
て
つ
の
字
を
鼻
に
て
唱
ふ
な
り

と
説
明
し
て
い
る
か
ら 、
当
時
も 、
ま
ず
現
在
と
同
じ
よ
う
な
発
音
を
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る 。
さ
ら
に 、
さ
か
の
ぼ
っ
て
元
禄
十
年
〈一ムハ

九
七)
刊
の
「
当
流
謡
百
番
仮
名
遣
関
合」
に
な
る
と 、
後
世
「
ノ
ム」
「
フ
ク

ム」
と
称
し
て
い
る
所
を
「
鼻
へ
入
る」
と
説
明
し
て
い
る 。
こ
の
「
鼻
へ
入

る」
と
い
う
表
現
か
ら
見
て 、
元
禄
ど
ろ
も
や
は
り
鼻
的
破
裂
音
で
あ
っ
た
ろ

う
と
恩
わ
れ
る 。

さ
ら
に
古
く 、

室
町
時
代
の
資
料
と
し
て
は 、
世
阿
弥
自
筆
と
称
さ
れ
る
謡

本
が
あ
る 。
乙
の
謡
本
は 、
片
仮
名
で
記
し 、
一
般
的
に 、
発
音
を
か
な
り
忠

実
に
表
わ
そ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。
と
の
謡
本
に
次
の
よ
う
な
の
が

見
ら
れ
る 。

カ
ク
テ
チ
キ
リ
モ
ホ
ド
フ
ル
ヤ
ジ
セ
ッ
モ
ハ
ヤ
ク
ヒ
コ
ロ
ヘ

テ
(
松
浦
の

能)ゼ
ン
ザ
イ
ゲ
ダ
ッ
プ
ク
・
ム
サ
ウ
フ
ク
デ
ン
エ
・
ヒ
ブ
ニ
ヨ
ラ
イ
ケ
ウ
・

ク
ワ
ウ
ド
シ
ヨ
シ
ユ
ジ
ヤ
ウ
(
同
上)

前
者
で
は 、
「
時
節
も
早
く」
の
「
も」
の
前
の
「
節」
の
末
尾
の
音
が
小
さ

な
ツ
で-
記
し
て
あ
り 、
後
者
で
は 、
「
善
哉
解
脱
服」
の
「
服
(
プ
ク)」
の
前

の
「
脱」
の
末
尾
音
ツ
が
小
さ
く

書
い
て
あ
る 。
さ
ら
に 、

コ
ッ
ジ
キ
(
乞
食〉
(
弱
法
師)

ブ
ッ
ザ
ウ
(
仏
像)
(
向
上)

ア
ン
ケ
ッ
ダ
ウ
(
闇
穴
道〉
(
向
上)

シ
ウ
フ
ウ
ラ
ゲ
ッ
ニ
(
秋
風
騒
月
に)
(
江
口〉

マ
ウ
セ
ッ
ノ
ハ
妄
舌
の)
(
向
上)

コ
ッ
セ
ン
ト
シ
テ
(
忽
然
と
し
て〉
(
雲
林
院)

の
よ
う
な
例
も
見
え
る 。
ζ
れ
ら
は
い
ず
れ
も 、
現
在
な
ら
鼻
的
破
裂
音
で
発

音
す
る
所
だ
が 、
果
し
て
鼻
的
破
裂
音
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
確
か
で
は
な
い

に
し
て
も 、
ツ
を
小
さ
く

書
い
て
い
る
所
か
ら
見
て 、
少
な
く
と
も
普
通
の
ツ

刷

で
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
ろ
う 。

乙
の
世
阿
弥
自
筆
と
言
わ
れ
る
謡
本
で
ツ
を
小
さ
く

書
い
て
い
る
と
と
か
ら

考
え
て 、
謡
曲
で
は 、
古
く
か
ら 、
濁
音
や
鼻
音
の
前
の
入
声
音
ツ
を
特
殊
な

発
音
を
し
て
来
た
乙
と
は
確
実
とき守え
よ
う 。

謡

曲

に

お

け

る

伝

承

謡
曲
の
伝
承
の
仕
方
は 、
現
在
の
や
り
方
か
ら
見
て
も 、
か
な
り
厳
密
で
あ

っ
た
と
恩
わ
れ
る 。
師
匠
の
発
音
を
直
接
耳
で
と
ら
え 、
口
写
し
で
伝
え
て
行

く
の
で
あ
る
か
ら 、
少
な
く
と
も 、
実
際
の
言
語
の
発
音
の
授
受
よ
り
は
き
び
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しい
もの
で
ある
乙
と
は
言
うま
で
もな
か
ろ
う。
もし、
と
の
伝
承が
厳
密

に
行わ
れて
来た
と
す
れば、
現
行の
謡
曲は、
室
町
時
代
以
来の
謡い
方や

発
音を
伝
えて
い
る
わ
けで
ある。

前に
漢
字
入
声
音ツ
の
取
扱い
方を
取上
げた
が、
その
ほ
か
石
黒・
佐
伯

の
両
氏が
問題に
し
た
もの
に、
エ
段の
長
音と
ウ
段の
長
音と
が
ある。
エ

段の
長
音につ
い
て
は、

認で
は
吋と
か
吋は
。
絶
対に
ない。
凡て
刷に
して
し
まふ。
宕泉

氏
)

(

第
一

斡
)

「霊。
稽。
桂。
幣。
明。
青」
等ノ
母
音ハ
皆明
瞭ニ
刷デ
アツ
テ、

吋ニ
ナル
コ
トハ
ナ
イ。
〈佐伯氏〉(第二
輯)

と
して
い
る。
すな
わ
ち、
謡
曲で
は、
ェ
段の
長
音は
通
常、
存
在し
ない

とい
うわ
けで
ある。
江
戸
期の
「
音曲
玉
淵集」(享保十二
年二
七二七刊〉

に
も二

阿川同司叫ぺ削剥利引制一よ
り
移る
回の
仮
名一
凶一に
紛
れぬ
や
うに
唱

ふへ
し。

平
地

一区じて

一
万

ずる

青
山

伶人

と
ある。
吋や
叫に
な
ら
な
い
よ
うに
とい
う
注
意で
ある。
乙
れに
よっ
て

も、
少な
くと
も
江
戸
中
期ど
λあ
謡
曲の
謡い
方と
して
は、
現
在とほ
ぼ

同じだっ
た
と
言えよ
う。

ウ
段の
長
音につ
い
て、
二
人の
音
声
学
者は、

「
郵
船
は」
は〔M
5
2
E〕
の
如
く
ωと
ωとの二
音節に
扱ふ
傾
が
あ

る。
(石泉氏)
(併用一
輯)

中・
秋・
醤・
流・
入・
云ふ・
其
他
此
等と
同
音の
母
音は〔YH〕
で

は
な
く
{寸ロ〕
だ
が、
「イ
ウ」
の
前に
更に
イ
段の
音が
来る
時に
は

例
外
が
あ
る。
例へ
ば
「蛍
尤
とい
へ
る
逆
臣
あ
り」〈藤栄)
で
は

〔ロムg〕
で
は
な
くて、
はっ
き
り〔口ム日・ロ〕
で
あ
る。
し
か
し(天

鼓)
の「
波
悠々
た
り」は〔
EBむ巨]口一
〕
で
は
な
くて〔口白ヨナ一CE---〕

で
ある。
そ
れは
「ナミ」
の
「ミ」
が
当
り節と
称
する、
22s-q

20唱
に
似
た
音で一
旦
切
れ、
「ミ」
と
「イ」
の
継
目が
わ
か
らな
く

な
る
お
そ
れが
ない
故で
ある
と
思ふ。
(佐伯氏)

と
述べ
て
い
る。
た
だ
し、
と
の
「量
尤」(藤栄)
の
場
合
も、
宝
生
流で
は

「シユ
ウ」
で
は
な
く、
や
は
り
「シ
イ
ウ」
だ
とい
う
説
も
ある。

乙
の
ウ
段の
長
音の
場
合、
本
来の
漢
字
音がイ
ウ、
キ
ウ
等、
また
は
イ

フ、
キ
フ
等で
ある
もの、
た
と
えば

郵
(
イ
ウ)

遊
(
向
上)

邑
(
イ
フ
)

休
(
キ
ウ)

久
(
向
上)

急
(
キ
フ)

給

(
向
上〉

修
(
シ
ウ)

周
(
向
上)

習
(
シ
フ)

拾
(
向
上〉

宙
〈
チ
ウ〉

等は
も
ち
ろん
のと
と、
漢
字音がユ
ウ、
キユ
ウ、
シユ
ウ、
チユ
ウ
等で

ある
もの、
た
と
えば

勇
(
ユ
ウ)

融
(
悶
上)

宮
(
キ
ユ
ウ)

弓
(
向
上)

衆
(
シ
ユ
ウ)

終
(
向
上)

中
(
チ
ユ
ウ)

柱
(
同
上)

等
も、
謡
曲で
は、「イlウ、
キーゥ、
シlウ」
と
発
音する、
すなわ
ち「ワ

ル」
と
呼ば
れる
発
音を
するの
が
普
通で
ある。

と
の
点につ
い
て
は、
「
音
曲玉
淵
集」
に

阿問問問
問一

井

阻む此
引
音
は
主

と
も
に
討

す

ト
割て
唱ふ
合
音也

と
あっ
て、
現
在の
謡
曲に
お
ける
取
り扱い
と一
致
する。
さ
ら
に、
玉
淵

集よ
り
も三
十
年
古い
「当
流
謡百
番
仮
名
遣
閲
合」
で
も

主
従
し
ゅ
を
し
うトわ
りし
うとわ
る(玉井)

中
将
ち
うとわ
りし
ゃ
うと
和に
開(井筒)
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の
よ
う
に 、
本
来
の
字
音
で
シ
ユ
ウ 、
ジ
ユ
ウ 、
チ
ユ
ウ
で
あ
っ
た
も
の
も 、

「
シ1
ウ 、
ジー
ゥ 、
チi
ウ」
と
発
音
す
る
こ
と
に
し
て
あ
る 。

こ
の
よ
う
な
資
料
に
よ
っ
て 、
謡
曲
κ
お
け
る
ウ
段
長
音
の
取
り
扱
い
方

が 、
か
な
り
古
い
時
か
ら
現
在
と
同
じ
よ
う
で
あ
っ
た
乙
と
が
わ
か
る 。
し
か

し 、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て 、
世
阿
弥
自
筆
と
言
わ
れ
る
認
本
に
な
る
と

ム
チ
ウ

ナ
リ
ト
モ

ミ
ツ
ル
キ
ヲ、

ヲ
カ
7
ン
コ
ト
ワ
(
布
留
能〉

デ
ワ
ノ
コ
ク
チ
ウ
エ
ワ
カ
レ
タ
ル
ハ
(
阿
古
屋
松)

の
よ
う
に 、

本
来
の
漢
字
音
が
チ
ユ
ウ
で
あ
る
「
夢
中」
「
国
中」
の
「
中」

を
「
チ
ウ」
と
し
て
い
る 。
従
っ
て 、
世
阿
弥
の
と
ろ
も 、
後
世
と
同
じ
く

「
イー
ゥ 、
キi
ウ 、
シl
ウ」
と
割っ
て
発
音
し
た
も
の
と
も
見
ら
れ
る
が 、

そ
う
か
と
思
う
と 、
本
来
イ
ウ
で
あ
る
も
の
を
「
ユ
ウ」
と
し
た
の
も
あ
っ
て

簡
単
に
は
き
め
に
く
い 。

サ
ヨ
ヒ
メ
ト

キ
コ
エ
シ
ユ
ウ
女
〈
松
浦
能)

カ
ノ
サ
ヨ
ヒ
メ
ノ
ユ
ウ
レ
イ
カ
ヤ
(
同)

「
遊
女」
の
「
遊」 、
「
幽
霊」
の
「
幽」
な
ど
は 、
む
し
ろ
本
来
の
字
音
で
は

イ
ウ
で
あ
る 。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
「
ユ
ウ」
と
記
し
て
い
る 。
乙
の
と

と
は 、
「
中」
(
チ
ユ
ウ)
を
「
チ
ウ」
と
し
た
の
と
矛
盾
す
る
と雪守え
よ
う 。

乙
の
諮
本
に
見
ら
れ
る
事
実
は 、
一
体
ど
の
よ
う
に
解
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う

〉
O
・カ
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現
在
の
謡
曲
で
は 、
按
音
の
次
の
ア
行・
ヤ
行・
ワ
行
の
音
は 、
ナ
行・
ニ

ャ
行
に
発
音
す
る 。
す
な
わ
ち
「
連
声」
と
呼
ば
れ
る
現
象
が
行
わ
れ
て
い

る 。
た
と
え
ば 、

オ
ン
ナ
b

オ
ン
ニ

タ

オ
ン
ヌ
タ

オ
ン
ニ

ヤ
ス

御
蹟

御
痛
は
し
う

御
謡
ひ

御
休
み

・

ン
ナ
イ

エ

チ

ユ
ン
ネ

ソ
ン
ユ

ヨ
オ

ナ

塵
挨

日
本一

人
衣

尊
容

仁
和
寺

自
今
以
後

(一
)

(一一)
(一一一)

御t
読2
み

オ
ン
ナ
ラ
ヲ

御
室

ナ

ナ

君
は
船 。
臣
は
水

我
が
子
の
為
に
失
は
れ
ん
は

り
つ
つ

造
立
供
養
に
預
ら
ん
を
や

ナ

ノ

ナ

大
音
あ
げ
て

松
を
払
っ
て
疎
韻
落
つ

御
免
あ
る
べ
く

候

ナ
b

ら
ん
跡
ま
で
も

来
ん
世
も
深
き
契
絶
え
す
な

入
声
ツ
に
速
な
る
ア
行・
ヤ
行・
ワ
行
音
は 、
タ
行・
チ
ャ

行事自
に
な
る 。
ζ

れ
も
援
音
の
場
合
と
同
じ
く

連
声
と
呼
ば
れ
る 。

プ
y
チ

(

こ

仏

窓

ン
ヤ
ペ
タ
タ

ハ

ク
コ
ツ
タ

ヒ
ジ
ユ
y
ト

(
二)

男
女
の
差
別
は
知
ら
ず

白
骨
は
父
の
恩

秘
術
を

奮
ふ
な
ら
ば

罰
を
忽
ち
与
ふ
ベ
し

こ
の
よ
う
な
逮
声
の
こ
と
は 、
「
音
曲
玉
細川
築」
に
も
明
記
し
て
あ
る
か
ら 、

か
な
り
以
前
か
ら
の
も
の
で
あ
る
乙
と
が
知
ら
れ
る
が 、
さ
ら
に
元
禄
時
代
の

「
当
流
謡
百
番
仮
名
遣
開
合」
で
も

恩
を
も

お
ん
を
も
お
ん
の
も
と
い
ふ
(
藤
戸)

御
感
有

か
ん
と
は
ね
る
下
の
あ
は
な
と
い
ふ
(
硲)

段
々
壊

た
ん

/\
ゑ
な
れ
共
た
ん
の
は
ね
の
下
エ
ヲ

ネ
ト

〈
盛
久)

仏

意

ふ
つ
ゐ
を
ふ
っ
ち
い
ふ
(
源
氏
供
養)

念
仏
を

ね
ん
ふ
つ
を
ね
ん
ふ
っ
と
と
云
(
隅
田
川)

士
卒
有

し
そ
つ
あ
り
を
し
そ
っ
た
り
と
云
(
自
然
居
士)

と
あ
る
か
ら 、
元
禄
時
代
の
謡
曲
で
も
同
じ
よ
う
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る 。
世

阿
弥
自
筆
と
言
わ
れ
る
謡
本
で
も

ヂ
ン
ナ
イ
(
庫
挨)
(
盛
久〉

ク
ワ
ン
ノ
ン
リ
キ
(
観
音
力〉
(
向
上)

ア
リ
カ
タ
ヤ
ワ
ク
ワ
ウ
ト
ウ
チ
ン
ナ
ケ
チ
エ
ン
ノ
ハ
シ
メ

(
布
留
能)

ア
コ
ヤ
ノ
マ
ツ
ノ 、

(
四)

樽
を
抱
き
て
参

五)

亡
か

(
和
光
同
塵
は)

91 

メ
イ
ボ
ク
ヤ
ラ
ン
ナ 、
イ
サ
シ
ラ
ユ
キ
ノ
(
名
木
や



らんは)〈阿古屋松)

アコ
ヤノマ
ット
申サン
ナヨ
モ
ヒ
カ
事ワ
候ワシ
(申さんは)〈向上)

ニ
ン
ゲン
ノ
ミ
チヒ
キ
テ(人間を)(弱法師)

の
よ
うなの
が
見ら
れる
し、
また、
入
声ツ
の
次に
ア
行
音な
ど
の
来た
場

合、
タ
行
音や
チャ
行
音に
な
る
類の
例
と
し
て
は、

一
へ
ン
ノ、不ン
フ
ッ
トエ
カ
ウ
申
候(念仏を)(知章の
能)

の
よ
うな
の
が
見え
る。
ζ
れ
ら
に
よっ
て、
謡
曲に
お
ける
連
声は、
世
阿

弥
時
代か
ら
今日
まで
ずっ
と
行わ
れて
来て
い
る
発
音
法で
あるこ
と
が
わ

か
る。

音

楽

上

の

要

請

か

乙
の
よ
うに
古
くか
ら
謡
曲に
見ら
れる
発
音
法は、
謡
曲の
大
成
した
室

町
時
代の一
般の
言
葉の
発
音を
反
映
した
もの
なの
か、
そ
れと
も、
謡
曲

の
音楽
と
し
ての
要
請か
ら
生
じた
もの
なの
か
ど
うか、
乙
の
乙
と
につ
い

て
よ
く
考
えて
み
る
必
要が
ある。

下
掛
り宝
生や
大
蔵
流
狂
言で
は
「せ」
をシェ
允と
発
音
する。
明
治
時

代に
名人
と
称さ
れた
宝
生
九
郎は、
「せ」
をシェ
允と
発
音
し
た。
そ
れ

に
対し
て、
世
間で
は
九
郎の
個
人
的な
癖で
ある
と
批
難した乙
と
に
関し

て、
宝
生
九
郎は
次の
よ
うに
弁解
し
て
い
る。

「セ」
の
音は
古
来
当
流で
は
強くひ
び
き
過
ぎ
る
といっ
て
謡は
ない

の
で
ある。
「セ」
の
場
合
皆「シェ」
と
発
音
する。

ζ
れは
当
流

ば
か
りで
は
な
い、
下
掛
り三
流
も
昔か
ら
斯
う
発
音するの
が
法
別で

あ
り、
狂
言
も
矢
張
りさ
うで、
鷺
流は
今は
絶
えて
ゐ
る
が、
大
蔵
流

は
矢
張
り
「シェ」
と
発
音
する。
「セ」
を
「セ」
と
発
音
するの
は

観
世
流だ
けで
ある。
そ
れ
とて
も
ずっ
と
昔は
矢
張
り
「シエ」
で
あ

っ
た
ら
う
と
息ふ。

と
途べ
て
い
る。
宝
生
九
郎は
「せ」
をシェ
と
発
音
するの
は
個
人
的な
癖

で
は
な
くし
て、
謡や
狂
言の
伝
承に
基
く発
音で
ある
と
主
張し
て
い
るの

で
ある。
そ
し
て、
「セ
の
音は
古
来当
流で
は
強くひ
び
き
過ぎ
る
といっ

て
謡は
ない
の
で
ある」
と
し
て
い
る
所か
ら
推
すと、
宝
生
九
郎は、
音
楽

上の
要
請と
し
てシェ
とい
う発
音が
行わ
れて
来た
の
だ
と
考えて
い
た
の

で
は
ない
か
と
思わ
れる。

音楽
上の
要
請か
ら
出たの
で
は
ない
か
と
言わ
れる
もの
に、
促
音の
発

音
法が
ある。
佐伯
氏は
次の
よ
うに、
謡
曲に
おい
て
は、
促
音に二
通
り

の
発
音
法が
行わ
れて
い
る
と
言う。

促
る
音は
普通の
話に
於ける
様に、
他の
仮
名と
同
等に
時
間を
与へ

て
はっ
き
り
促め
る
場合と、
前の
仮
名の
生み
字を
引い
て
来て、
そ

の
終
りが
けで
か
すか
に
促め
る
場
合と二
通
り
ある。
大
体、
「
詞」

の
中に
は
はっ
き
り
促め
る
場
合が
多く、
「節」
の
所
に
は
生み
字を

延し
て
来る
場
合が
多い
と
思ふ
が、
し
か
し「
詞」
の
中で
も、
たっ

ぷ
り
大き
く
謡ふ
所
に
は
生み
字を
延
す型
も
ある。

又、
節の
所で

も、
拍
子が
速
く
て
而も
雨だ
れ
拍
子
にハ
キハ
キ
と
乗て
行
く、
所

謂、
修羅
乗の
所で
は
生み
字を
出さない
で
きっ
ぱ
り促め
る
事が
多

「
生み
字」
は
各
音節の
母
音の乙
と
を
指
すか
ら、
生み
字を
延
すとい
う

の
は
母
音を
長
く
延ば
すと
とで
ある。
すな
わ
ち、
促
音の
発
音に
は、
普

通の
口
語に
お
けるの
と
同じ
もの
と、
前の
音節の
母
音を
長
く
引
き
延ば

し
て
軽く
促め
るの
とが
ある
とい
うの
だ。
乙
の
促品目の
特
殊な
発点目法は

平曲に
も
見ら
れる。
すな
わ
ち、
謡い
物、
語
り
物に一
般に
見ら
れる
も

の
で
ある。
ζ
の
よ
うな
特
殊な
発
音
法が
な
ぜ
生
れ
た
か
につ
い
て、
佐
伯
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氏
は 、普

通
の
談
話
に
お
け
る
と
同
様
な
時
間
的
割
当
で
促
め
で
は 、
音
の
中
断

さ
れ
て
ゐ
る
時
間
が
永
く
て
不
都
合
で
あ
る
か
ら
特
別
の
取
扱
を
す
る
も

の
と
思
は
れ
る 。

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て 、
音
楽
上
の
要
請
か
ら
出
た
発
音
法
と
見
て
い
る

よ
う
で
あ
る 。

山
田
孝
雄
先
生
は 、
と
の
意
見
と
は
別
の
考
え
を
持
っ
て
い
た 。
古
い
時
代

の一
般
の
言
葉
の
促
音
の
発
音
法
は 、
平
曲
や
謡
曲
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
特
殊

な
促
め
方
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る 。
山
田
先
生
の
「
平

家
物
語
の
詩
法」
(
大
正
三
年
刊〉
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る 。

と
の
音
便
(
註 、
促
音
便
の
乙
と)
は
実
は
今
日
の
東
京
語
な
ど
に
い
ふ
如

く 、
急
促
に
呼
ぶ
も
の
に
あ
ら
で 、
な
ほ
平
曲
に
保
存
せ
ら
れ
た
る
如
く

に
前
の
音
を
梢
長
く

呼
び
て 、
次
の
音
に
う
つ
り
行
き 、
中
間
の
音
は
実

は
微
に
し
て
殆
ど
省
か
れ
た
る
如
き
す
が
た
に
な
り
た
り
し
も
の
に
あ
ら

ざ
る
か 、
な
ほ
後
の
研
究
を
ま
つ
も
の
な
り 。

な
お 、
前
述
の 、
謡
曲
に
お
け
る
ウ
段
の
長
音
の
取
扱
い
方 、
す
な
わ
ち 、

漢
字
の
字
音
が
本
来
イ
ウ・
キ
ウ・
シ
ウ
で
あ
ろ
う
と 、
ま
た
ユ
ウ・
キ
ユ

ウ
・
シ
ユ
ウ
で
あ
ろ
う
と 、
い
つ
で
も 、
「
イ!
ゥ 、
キー
ゥ 、
シl
ウ」
と
割
っ

て
発
音
す
る
と
い
う
行
き
方
は 、
恐
ら
く 、

音
楽
上
の
要
請
か
ら
生
れ
た
も
の

と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。
「
割
る」
発
音
は 、

声
明
や
平
曲
に
も
見

ら
れ
る 。

漢
字
音
の
入
声
ツ
を 、
あ
る
場
合
に
鼻
的
破
裂
音
で
発
音
す
る
と
い
う
と
と

は 、
現
在
行
わ
れ
て
い
る一
般
の
言
葉
の
発
音
か
ら
す
れ
ば 、
大
変
奇
異
に
感

じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る 。
従
っ
て 、
と
の
よ
う
な
発
音
法
は 、
あ
る
い
は
音
楽

上
の
要
請
か
ら
生
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る 。
佐
伯
氏
は 、
前
記
の
論

文
で 、
謡
曲
に
伝
承
さ
れ
た
発
音
に
つ
い
て
「
其
発
音
の
何
れ
が
時
代
の
発
音

で
あ
っ
て 、
何
れ
が
芸
術
的
表
現
の
よ
か
ら
要
求
せ
ら
れ
た
変
形
で
あ
る
か
は

一
寸
解
ら
な
い
が 、
少
く
と
も
他
の
日
本
音
楽
に
較
べ
る
と
此
変
形
の
部
分
は

余
程
少
い
か
と
考
へ
る 。」
と
し
な
が
ら
も
鼻
的
破
裂
音
に
つ
い
て
は 、
「
露
骨

な
生
の
破
裂
音
を
嫌
っ
た
も
の
ら
し
い」
と
し
て
い
る
乙
と
か
ら
見
て 、
多

分 、
音
楽
上
の
要
請
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る 。
と
こ
ろ
で 、

「
当
流
謡
百
番
仮
名
遣
開
会」
の
出
た
乙
ろ
に 、
契
沖
の
「
倭
字
正
濫
通
妨
抄」

(
元
禄
十
年
稿)
が
出
て
い
る
が 、
そ
の
通
妨
抄
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る 。

つ
め
字
あ
り
で
か
き
く
け
こ
の
濁
音
に
つ
〉
く

時 、
円昇
に
入
れ
て
い
ふ 。

さ
ら
ね
は
屈
は
沓
の
こ
と
く
問
ゆ
る
や
う
に 、
葛
は
勝 、
吉
は
狐
と
間
ゆ

る
や
う
に
い
ふ 。
さ
し
す
せ
そ
向 。
た
ち
っ
て
と
問 。
な
に
ぬ
ね
の
向 、

は
ひ
ふ
へ
ほ
同 、
ま
み
む
め
も
問 、
ら
り
る
れ
ろ
向 。

濁
音
の
前 、
鼻
音
の
前 、
ラ
行
音
の
前
に
あ
る
漢
字
音
の
入
声
ツ
は
「
鼻
に
入

れ
て」
発
音
す
る
と
い
う
の
で
あ
る 。
し
か
し 、
乙
の
通
妨
抄
の
文
章
が 、
一

体
何
に
つ
い
て
記
載
し
た
も
の
か
が
明
か
で
な
い 。
通
妨
抄
は
も
ち
ろ
ん 、
仮

名
遣
を
論
じ
た
も
の
だ
が 、
も
し 、
と
の
記
載
が 、
仮
に一
般
の
言
葉
に
つ
い

て
で
あ
る
と
い
う
乙
と
に
な
る
と 、
一
般
の
言
葉
で
鼻
的
破
裂
音
が
あ
っ
た
と

い
う
ζ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

世
阿
弥
自
筆
か
と
言
わ
れ
る
「
花
習
内
抜」
(
観
世
宗
家
蔵)
が
あ
る 。
こ
れ

は
伝
書
で
あ
っ
て
謡
本
で
は
な
い 。
従
っ
て
言
わ
ば
普
通
の
言
葉
で
書
い
た
も

の
で
あ
る 。
片
仮
名
で
書
い
て
い
る
が 、
そ
の
中
に
小
さ
な
ツ
で
書
い
た
の
が

見
え
る 。コ

ノ
ジ
セ
ッ

ノ
ノ
ウ
(
ζ

の
時
節
の
能)

コ
シ
ッ
ヲ
モ
テ
ス
ヘ
シ
(
故
実
を
も
て
す
べ
し)

ノ
ウ
ノ
コ
シ
ッ
ヨ
ク
ワ
(
能
の
故
実
よ
く
は〉
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乙
れ
ら
は、
謡
本で
は
「フ
クム」
「ノム」
で
取扱っ
て
い
る
祈で
あ
る。

と
の
よ
う
なこ
と
を
見る
と一
般の
言
葉で
も、
謡
曲と
同
じ
よ
うなと
と
が

行わ
れて
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れな
いこ
と
もな
い。

た
だ
し、
ロ
ド
リ
ゲス
の
「日
本
文
典」(一
六O四1八年刊〉
に
は、
「日

本
語の
単語は、
母
音か、
また
は
子
音n
t
の
う
ちの一
つ
で
終る」
と

し、
また、
「t
は、
日
本で
はツ
の
字で
表わ
さ
れる。
他にt
を
表わ
す

特
別の
字が
な
い
か
ら
で
あ
る。
そ
の
結
果、
問己主
と
書くため
に
は
「グ

ワツ」
と
書
く。」
乙
の
よ
うに
述べ
て
い
るζ
と
か
ら
見
る
と、
仮
名で

「ツ」
と
書い
た
もの
に
は、
出

と
発
音
する
もの
と
ωと
発
音
する
もの
と

が
ある
と
い
う乙
とに
な
る。
し
か
し、
鼻的
破
裂
音で
発
音
する
と
い
うよ

うな乙
と
は
書い
て
な
い。
乙
の
乙
と
を
考え
合せ
る
と、
一
概花、
一
般の

口
語に
鼻的
破
裂立固いが
あっ
た
と
もき守え
な
い
よ
うで
ある。
た
だ
し、
漢
字

音の
入
声のt
が、
現
在の
よ
うなツ
加

の
音で
な
かっ
たと
と
は
確か
で
あ

ろ
う
し、
ある
場合に
鼻的
要
素が
加わ
らな
い
と
も
断
言出
来な
い。

鼻的
破
裂
音で
発
音
すると
と
が、
認い
物や
諮
り
物で
ある
ため
か
ど
う

か
は
今の
所
はっ
き
りと
きめ
に
くい
に
し
て
も、
後
世の
浄瑠
現
等で
鼻的

破
裂
音を
用い
て
い
る
の
は、
平
曲、
謡
曲に
お
ける
発
音
法
を
単に
受
けつ

い
だ
もの
に
過ぎ
な
い
か
も
知
れない。
そ
うい
う
意
味で
は、
少な
く
と
も

浄
璃
璃の
場
合は、
音
楽上の
要
請と
見ると
と
が
出
来る
わで
け
ある。

四

音

声

資

料

と

し

て

の

謡

曲

以
上
に
よっ
て
も
明か
な
よ
うに、
謡
曲に
お
ける
発
音
法に
は、
音
楽上

の
要
請か
ら
生
れた
もの
と
考え
ら
れる
の
が
ある一
方、
ある
い
は
実際の

言
葉が
残っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思わ
れる
もの
も
ある。
さ
らに、
明

白に、
古
く一
般の
言
葉と
し
て
存
在し
て
い
た乙
と
が
他の
資
料に
よっ
て

証
明
さ
れる
もの
で
あっ
て、
謡
曲の
中で
も
伝
承さ
れて
来た
とい
う
類
も

ある。
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ジ
ヂズ
ヅの、
い
わ
ゆる
「
四つ
仮
名」
が、
かつ
て一
般の
言
葉で
発
音

上
区
別さ
れて
い
たと
と
は
明
白な
事
実で
ある。
乙
の
四つ
仮
名は
室
町
時

代に
すで
に
混
同の
き
ざし
を
見せ
た
よ
うだ
が、
謡
曲で
は、
た
とえ
ば
観

世
宗
雪の
伝
書(天正元年、
一
五七一二)
に
は、

し
ち
すつ
の
か
な
遣は
不
違、
耳に
あた
らぬ
様に
謡
分する
事肝
要に

て
御
座
候

と
記
し
て
ある。
また、
下っ
て
江
戸
時
代の
「
音
曲玉
淵
集」
に
も、

此
じ
ずノ
濁
音し
すト
清て
唱ふ
る
如
舌づ
か
ひ
ヲ
すへ
し
ぢづ
/
濁
音

モ
ちつ
トス
ミ
テ
と
な
ふ
る
如
く
偲へ
舌ヲ
当て
唱ふへ
し
と
を
し
ゆる

也
と
あっ
て、
少な
くと
も
享
保のζ
ろは、
謡
曲の
世
界で
は
四つ
仮
名の
区

別
を
し
よ
う
と
努め
たと
とが
知
ら
れる。
しか
し
そのと
ろ
すべ
て
の
流
儀

が
そ
う
だつ
た
の
で
は
な
い
よ
うで
ある。
玉
淵
集に
「
流
義に
よ
りて
此
四

つ
仮
名一
向
余
義な
き
も
有」
と
あ
る。
江
戸
中
期に
は、
謡
曲の
世
界で

も、
ζ
の
四つ
仮
名の
区
別が
よ
う
や
く
く
ずれ
始め
たζ
と
を
物語る
もの

で
あ
ろ
う。

流
儀に
よっ
て
迷
うと
言え
ば、
前
述の
「せ」
の
発
音が
そ
うで
ある。

今で
も、
下
掛
り
宝
生や
大
蔵流
狂
言で
は
μと
発
音して
い
る
が、
そ
の
ほ

か
は、
多く
刷と
発
音して
い
る。
乙
の
「せ」
を
仰と
発
音
する
の
は、
実

は、
一
般の
言
葉で
実際に
行わ
れて
い
たの
で
ある。
天
草
版のロ
ーマ
字

書きで
は、
「せ」
に
当る
部
分を却
と
書い
て
い
る。
ポル
ト
ガル
語でx

は
ωの
音で
ある
か
ら、
却
は
ωとい
うと
とに
な
る。
ロ
ド
リ
ゲス
の
日
本

文
典に
は、
関
東
地方の
説と
し
て、
却
を
いと
発
音
す
る
と
指
摘
し
て
い



る 。
す
な
わ
ち 、
室
町
時
代
に
は 、
京
都
を
初
め
と
し
て
多
く
の
地
方
で「
せ」

を
川

と
発
音
し
て
い
た 。
そ
の一
般
の
言
葉
の
発
音
が
謡
曲
に
残っ
た
と
い
う

と
と
に
な
る 。
一
般
の
口
語
に
お
い
て
ハ
行
の
子
音
は 、
も
と
も
と
別

で
あ
っ

た 。
そ
の
ζ
と
は 、
新
村
出
先
生
の
「
波
行
軽
唇
音
沿
革
考」
や 、
橋
本
進
吉

先
生
の
「
波
行
子
音
の
変
遷」
に
明
か
で
あ
る 。
と
乙
ろ
で
謡
曲
の
伝
書
の
類

で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
と
い
う
と 、
享
保
十
二
年
の
玉
淵
集
で
は

ナ
ン
ダ
タ

テ
ユ
ウ
ユ
ヨ
リ

一

軟
溺
の
事

三
重
溺

と
も
云

は

ひ

ふ

へ

ほ

居
内
也

と
い
う
の
が
あ
る 。
や
は
り 、
謡
曲
で
は
ハ
行
音
を
的

で
発
音
さ
せ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う 。
「
謡
曲
英
華
抄」
に
な
る
と 、

は
ひ
ふ
へ
ほ
の
仮
名
は
柔
か
に
唇
を
合
て
後
開
く
な
り
初
よ
り
唇
を
聞
き

て
唱
へ
す
は
ひ
ふ
へ
唇
ノ
内
如
此
此
ふ
文
字
を
心
に
持
て
唱
ふ
也
是
を

ナ
シ軟

濁
と
も
三
重
濁
り
共
い
ふ
ま
た
唇
を
附
く

合
せ
て
開
け
ば
は
ひ
ふ
へ
ほ

唇
ノ
外
是
を
半
濁
と
云

と
し
て
い
る 。
乙
れ
が 、
玉
淵
集
の
記
載
を・
つ
け
た
も
の
で
あ
る
乙
と
は
明
か

だ
が 、
乙
の
「
謡
曲
英
華
抄」
の
乙
ろ
も 、
一
応
ハ
行
音
は
別

で
と
い
う
乙
と

に
な
っ
て
い
た
ζ
と
が
わ
か
る 。
た
だ
し 、
現
行
の
謡
曲
で
は
ハ
行
音
を
的

で

発
音
す
る
と
と
は
な
い 。

一
般
の
口
語
に
お
い
て
オ
段
の
長
音
に
関
合
の
区
別
の
あ
っ
た
ζ
と
も 、
他

の
資
料
で
明
か
で
あ
る 。
謡
曲
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と 、
元
禄
十
年

の
「
当
流
謡
百
番
仮
名
巡
閉
会」
は 、
と
の
関
合
の
別
を
重
要
な
も
の
と
し
て

取
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
っ
て 、
そ
の
事
は
書
名
に
も
現
わ
れ
て
い
る 。

ひ
ら
く
〈
高
砂)

ひ
ら
く
(
田
村)
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玉老
第人

'り'つ
ん」

は-
っ
き
と

東
国

と
う
と

す
ほ
る
(
関
村)

誘
ふ

さ
そ
ふ
と

す
ほ
る
(
卒
都
婆
小
町)

少
将

せ
う
と
す
ほ
り

し
ゃ
う
と
開
(
斑
女)

「
ひ
ら
く」
は
開
音 、
「
す
ほ
る」
は
合
音
だ
が 、
と
れ
よ
り
古
い
伝
書
で
は 、

た
と
え
ば 、
観
世
宗
雪
の
伝
書
(
天
正
元
年)
に
は

ひ
ろ
が
る
か
な 、
す
ほ
ま
る
か
な
は
文
字
毎
に
か
は
り
行
候
得
ば
具
に
は

の
べ
が
た
く

候

と
あ
る 。
「
文
字
毎」
と
い
う
の
は
「
語
毎」
と
い
う
意
味
と
思
わ
れ
る 。
宗

雪
の
伝
書
で
は 、
さ
ら
に
続
け
て 、

例
へ
ば
「
東
寺
の
塔」
と
申
K 、
東
も
塔
も
同
じ
天
生
に
て 、
声
も
似
た

る
ひ
Y
き
な
れ
ど
も 、
始
め
の
東
は
ひ
が
し
文
字
に
て
と
う
の
か
な
に

て 、
す
ほ
み
本
字
也 。
故
に
か
ろ
く

御
座
候 。
後
の
塔
は 、
A口
蓋
の
文
字

に
て 、
た
っ
た
ふ
の
か
な
、ふ
れ
ば
則
開
き
て
反
字
也 。
然
間
重
く

御
座

候 。
如
此
く

現
を
以
す
ぼ
み
ひ
ら
け
る
文
字
の
あ
つ
か
ひ 、
軽
き
重
き
の

ふ
し
の
習
御
座
候
処
を
さ
し
て
文
字
の
か
な
と
す 。

と
あ
る 。
認
で 、
開
会
が
や
か
ま
し
く

言
わ
れ
た
ζ
と
が
知
ら
れ
る
が 、
し
か

し 、
と
の
開
合
の
区
別
は
次
第
に
失
わ
れ 、
享
保
の
玉
淵
集
で
は 、
ま
だ
開A口

を
取
り
上
げ
て
は
い
る
も
の
の 、
一
方
で
は

惣
し
て
開
合
の
事
は
逐一
口
伝
な
ら
で
は
明
し
難
し

修
練
な
く
て
は
叶
ふ

古デレ

と
し
て
い
る
乙
と
か
ら
見
て 、
開Aロ
の
別
を
実
行
す
る
に
は
相
当
の
骨
折
で
あ

っ
た
乙
と
が
知
ら
れ
る 。
そ
れ
か
ら
少
し
後
の
「
唱
曲
鉾
疑」
仏

明
和
五
年 、
一

七
六
八)
に
な
る
と 、
関
合
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
と
と
さ
え
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
い
る 。
「
謡
曲
芙
翠
抄」
で
も

惣
し
て
あ
か
さ
た
な
は
ま
や
ら
わ
の
引
音
を
ζ
そ
と
の
ほ
も
よ
ろ
お
の
引
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音
シ
ヤ
ウ
シ
ョ
ウ
セ
ウ
の
類
同
し
唱
へ
な
れ
は
関
音
合
音
と
い
へ
共
分
ち

か
た
き
な
り

と
し
て
い
る 。

以
上
の
よ
う
な
乙
と
か
ら 、
考
え
ら
れ
る
乙
と
は 、
謡
曲
で
伝
承
し
て
来
た

発
音
の
中
に
は 、
実
際
の
言
葉
に
現
実
に
存
在
し
た
も
の
の
あ
る
と
と
で
あ

る 。
こ
う
い
う
乙
と
は 、
謡
曲
の
詞
章
を
書
く

時
の
態
度
か
ら
も一吉守え
る
よ
う

に
思
う 。
た
と
え
ば 、
能
の
本
の
書
き
方
の
心
得
と
し
て
「
花
伝
書」
に

聞
く

所
は
耳
近
に 、
面
白
き
言
葉
に
て 、
節
の
懸
り
よ
く
て 、
文
字
移
り

の
美
し
く

続
き
た
ら
ん
が 、
殊
更 、
風
情
を
持
ち
た
る
詰
め
を
噌
み
て
書

く
べ
し 。
(「
花
修」〉

あ
る
い
は
ま
た
「
申
楽
談
義」
に

た
だ 、
能
に
は 、
耳
近
な
る
古
文・
古
歌 、
我
が
言
葉
も
よ
き
な
り 。
余

り
に
深
き
は 、
当
座
に
は
聞
え
ず 、
草
子
に
て
は
面
白
し 。

と
あ
る
か
ら 、
謡
曲
の
詞
章
は
決
し
て
特
別
な
も
の
で
は
な
く 、
当
時
に
お
い

て
耳
近
な
言
葉
で
書
ζ
う
と
し
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る 。

口
論
資
料
と
し
て
は 、
謡
曲
の
ほ
か
に 、
平
曲 、
声
明
等
い
ろ
い
ろ
あ
る

が 、
あ
る
程
度 、
口
調
資
料
に
よ
っ
て 、
か
つ
て
の
日
本
語
の
発
音
の
実
際
を

さ
ぐ
る
と
と
が
出
来
る
と
言
え
よ
う 。
こ
と
に 、
口
写
し
で
伝
承
さ
れ
て
来
た

も
の
で
あ
る
か
ら 、
場
合
に
よ
っ
て
は 、
具
体
的
な
発
音
法
ま
で
推
定
す
る
こ

と
が
出
来
る 。

た
だ
し 、

音
楽
上
の
要
請
で
生
れ
た
発
音
法
の
あ
る
乙
と
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い 。
口
語
資
料
で
知
ら
れ
る
も
の
を 、
す
べ
て 、
過
去
の一
般
の
言
葉
の
発

音
と
受
け
取
る
と
と
は 、
も
ち
ろ
ん
つ
つ
し
ま
な
け
れ
ば
な
る
ま
い 。

五

む

す

ぴ
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厳
密
な
伝
承
を
心
が
け
た
謡
曲
で
も 、
永
い
聞
に
変
化
を
起
し
て
い
る 。
そ

の
こ
と
は
前
に
述
べ
た
乙
と
で
も
明
か
だ
が 、
そ
の
変
化
の
原
因
は 、
一
般
の

言
葉
に
起
っ
た
変
化
に
あ
る
よ
う
で
あ
る 。
た
と
え
ば 、
ハ
行
の
子
音
が
閃

か

ら
向

に
移
っ
た
の
は 、
一
般
の
言
葉
の
場
合 、
私
は
江
戸
時
代
の
初
期 、
元
禄

ど
ろ
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る 。
し
か
し
謡
曲
で
は 、
江
戸
中
期
ど
ろ
ま
で

は
守
ら
れ
た
よ
う
だ 。
オ
段
の
長
音
の
開
会
の
別
の
混
同
さ
れ
た
の
は 、
京
阪

地
方
で
は 、
大
体
元
和
以
後
で
は
な
い
か
と
恩
う 。
謡
曲
で
は 、
や
は
り
江
戸

の
中
期 、
明
和
ど
ろ
に
は
すっ
か
り
失
わ
れ
た
よ
う
だ 。

ヅ
ヂ
ズ
ヅ
の
四
つ
仮
名
の
区
別
が 、
謡
曲
に
お
い
て
守
ら
れ
た
の
は 、
せ
い

ぜ
い
江
戸
中
期
ど
ろ
ま
で
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る 。

一
般
の
言
葉
で
失
わ
れ
た
発
音
を 、
守
旧
的
な
謡
曲
な
ど
で
は
保
持
し
よ
う

と
努
め
な
が
ら 、
結
局
は 、
一
般
の
言
葉
に
引
か
れ
て
守
り
切
れ
な
く
な
っ
て

行
く
と
い
う
の
が
実
状
だ
っ
た
よ
う
だ 。

な
お 、
謡
曲
等
の
伝
官官
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
は 、
そ
の
発

音
が
す
で
に一
般
の
言
葉
の
発
音
と
違
っ
て
来
た
か
ら
だ
と
言
う
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
思
う 。
も
し一
般
の
言
葉
と
発
音
が一
致
し
て
お
れ
ば 、
何
か
音
楽

上
特
に
要
請
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
限
り 、
伝
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
乙
と
は

な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る 。
た
と
え
ば
前
出
の
エ
段
の
長
音
に
し
て
も 、

「
音
曲
玉
淵
集」
以
前
の
伝
書
が
問
題
に
し
て
い
な
い
の
は 、
実
際
の
言
葉
の

発
音
が
謡
曲
の
と一
致
し
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
る
乙
と
が
出
来
る 。
と
う
い

う
考
え
方
で
行
く
と 、
観
世
宗
雪
の
天
正
元
年
(一
五
七
三)
の
伝
書
に
「
し

ち
す
つ
の
か
な
遺
は
不
途」
と
あ
る
の
は 、
そ
の
乙
ろ
す
で
に
一
般
の
言
葉

で 、
ジ
ヂ
ズ
ヅ
の
区
別
が
怪
し
く
な
っ
た
証
拠
と
見
る
こ
と
が
出
来
る 。
も



し
そ
う
だ
と
す
る
と 、
四
つ
仮
名
の
混
同
は
か
な
り
古
く
か
ら
起っ
た
と
言
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

現
在 、
東
京
語
な
ど
で
は
ク
ヮ
・

グ
ヮ
と
カ
・

ガ
と
区
別
し
な
い 。
と
と
ろ

が 、
享
保
十
二
年
の
玉
淵
集
に

同州一

の
字
問一

と
紛
れ
ぬ
や
う
に
い
ふ
へ
き
事

と
い
う一
条
が
あ
る 。
そ
う
す
る
と 、
ζ
の
記
載
は 、
江
戸
中
期
の
江
戸
語
で

は
ク
ヮ
・

グ
ヮ
と
カ・
ガ
の
区
別
が
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
考
え
さ
せ

る
資
料
と
な
る
だ
ろ
う 。
ま
た 、
玉
淵
集
に

一

同一
の
字
国

と
紛
れ
ぬ
や
う
に
い
ふ
へ
き
事

と
い
う
の
も 、

当
時
の
江
戸
語
で
も 、

新
宿
(
シ
ン
ジュ
ク)
を
シ
ン
ジ
ク
と

い
う
傾
向
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る 。

以
上 、
今
回
は 、
資
料
の
多
い
謡
曲
の
伝
承
を
中
心
に
し
て
述
べ
た
が 、
そ

の
他 、
声
明 、
平
曲 、
浄
瑠
璃
等
か
ら
も耳目
韻
史
上
の
問
題
を
い
ろ
い
ろ
と
取

り
上
げ
る
乙
と
が
出
来
る 。
ま
た 、
こ
の
よ
う
な
口
承
資
料
か
ら
は 、
ア
ク
セ

ン
ト

ゃ 、
個
々
の
語
の
発
音
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
乙
と
も 、

従
来
の
多
く
の
研
究
が
示
し
て
い
る 。

ロ箭資料の国語史的価値

〔
註〕

筆
者
の
す
で
に
発
表
し
た
次
の
よ
う
な
論
文
を
参
照
し
て
い
た
だ
き

e】
、
。

ー

し

謡
開
合
仮
名
遣
に
就
い
て

文
学
第
八
号

昭
和
七
年
一
月

謡
曲
の
謡
ひ
方
に
於
け
る
入
声
ツ
に
就
い
て

国
語
と
国
文
学

昭
和
九
年
五
・

七
・

九
月
号

平
曲
に
お
け
る
入
声
ツ
の
取
扱
ひ
方

戦
記
物
語
研
究
(
皇
国
文
学
第
四
緑)

昭
和
十
七
年一
月
刊

国
語
に
於
け
る
入
声
ツ
の
歴
史
と
外
来
音
の
問
題

日
本
諸
学
振
興
委
員
会
研
究
報
告
第
十
二
筋

音
韻
史
と

国
語
教
育

国
語
部
報
第
十
四
号
(
大
阪
女
専)

謡
曲
発
音
資
料
と
し
て
の
謡
曲
芙
撃
抄

橋
本
博
士
還
歴
記
念
国
語
学
論
集

謡
曲
の
発
音
と
そ
の
変
遷

幽
玄
第
二
巻
第
一

号

昭
和
十
七
年一
月

昭
和
十
八
年
三
月

昭
和
十
九
年
十
月

昭
和
二
十
二
年
二
月

|
国
立
国
語
研
究
所
長
l
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